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○ 基本計画の名称：富良野市中心市街地活性化基本計画 

○ 作成主体   ：北海道富良野市 

○ 計画期間   ：平成２６年１１月から平成３２年３月（５年５ヶ月） 

 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

［１－１］．富良野市の概要 

（１） 位置・地勢と気候 

富良野市は、北海道上川総合振興局管内の南部に位置し、北緯４３度０９分２４秒～４３度２４

分０５秒、東経１４２度１６分１７秒～１４２度４０分４０秒、東西約３２．８㎞、南北約２７．

３㎞で北海道のほぼ中心に位置する「へそのまち」であり富良野盆地の中心都市である。 

 

総面積は、600.97㎢で、東方に大雪山系十勝岳、西方に夕張山系芦別岳がそびえ、南方には千古 

の謎を秘めた天然林の大樹海（東大演習林 227.66㎢ ）があり、市域の約 7 割が山林という恵まれ 

た自然環境にある。 

 

気候は、夏は暑く冬は寒い大陸性気候で四季

の変化に富み、年間気温差は６０度。日中の気

温差は 1 年を通して１０度前後あり、その日中

の温度差は、市内で生産される農産物の品質向

上に大きな役割を果たし“ふらの”ブランドと

して全国で人気がある。 

 

 

 

＜富良野市街地＞ 
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富良野市の月別平均気温、平均降水量、雨温図 （統計期間：1981～2010） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 富良野市の年別平均気温、最高気温、最低気温、降水量、積雪、日照時間 

 

（データー：気象庁気象統計情報より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

最高気温(℃) -4.1 -2.8 2.1 10.9 17.9 22.6 25.7 26.5 21.6 14.8 6.2 -1.1 11.7

平均気温(℃) -8.8 -8.1 -2.7 5.2 11.7 16.5 20.1 20.9 15.7 8.9 1.8 -5.2 6.3

最低気温(℃) -15.1 -14.9 -8.4 -0.4 5.6 11.1 15.5 16.3 10.6 3.7 -2.4 -10.4 0.9

降水量(mm) 49.6 37.1 49.4 53.5 66.5 54.5 100 148.7 134.8 96.9 105 69.3 969.6

気　候
平均気温
（℃）

最高気温
(℃）

最低気温
（℃）

降水量
（mm）

積雪の合計
（cm）

日照時間
(h)

平成20年 7.0 32.9 -29.1 723.0 539ｃｍ 1638.0

平成21年 6.9 32.9 -24.0 949.0 600ｃｍ 1434.0

平成22年 7.5 33.2 -24.1 1227.5 586ｃｍ 1412.1

平成23年 6.8 33.3 -25.9 1398.5 472ｃｍ 1509.7

平成24年 6.8 33.7 -28.4 1106.5 591ｃｍ 1482.3

平成25年 6.8 32.6 -25.1 1049.0 567ｃｍ 1367.7
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（２）沿 革 

本市の開拓は、明治２９年（1896）に富良野原野殖民地区画の設定が行われ、翌３０年（1897）

福岡県出身の中村千幹（なかむらちから）氏らが現在の扇山地区に入植したことから始まる。 

明治３６年(1903)9 月 1 日下富良野村戸長役場が現在の富良野市街に開庁し、大正８年（1919）

4 月町制を施行し富良野町となる。昭和３１年（1956）９月町村合併促進法の適用を受け東山村と

合併し新富良野町が誕生、１０年後の昭和４１年（1966）５月には山部町（昭和 40 年 1 月町制施

行）と合併し道内２９番目の都市として富良野市が誕生した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市制を契機に、富良野市は「冬型観光を中核としながら、夏型観光の導入により産業化を目指し

た資源の開発」を目標に掲げ、昭和５０年（1975）「第３０回

冬季国民体育大会スキー競技会」や昭和５２年（1977）には

「ＦＩＳワールドカップスキー大会」が誘致され、その後 1 年

おきに計１０回開催されたことから「スキーのまち」として

世界的に有名となる。 

昭和４７年（1972）には、基幹産業である農業を基盤とし

た観光の振興と農業者の収入向上を目的に「富良野市ぶどう

果樹研究所」を設置しワインの醸造に取り組む。原料用ぶどうを市内農家で生産し、これを市が買

い上げて醸造・販売する独自のシステムを作り、「ふらのワイン」を昭和５３年（1978）に販売し

た。これが昭和５０年代以降に全国で盛んになった「一村一品運動」の本市のはしりである。 

 

 

 

 

 

 

 

その後「ふらのぶどう果汁」・「ふらのチーズ」・「ニンジンジュース」などの地場産にこだわった

特産品が生み出されていった。 

富良野市は消費物資の増加にともなって年々増大するごみ処理問題にあたり、昭和４５年（1970）

から混合ごみの埋め立て処分を見直し、市民の理解と協力を得た取り組みにより、ごみの分別化に
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年々改良が加えられて、現在では１４種分別となり、平成２５年度のリサイクル率は約８９．７％

と「富良野方式」と称されて全国的に注目されている。 

 

また、素朴な家族愛と人間愛をテーマにしたテレビドラマ「北の国から」が全国放映されると、

「北海へそ踊り」と「ラベンダー」がドラマの中で紹介され、ロケ地の麓郷などに全国から旅行者

がどっと訪れるようになった。これによって「北の国から」ブームが到来し、全国でも有名な一大

観光地に変貌を遂げて、平成１４年には年間２４９万人を超え、近年は「自然景観と花観光」を主

体に、年間１８０万人が訪れる、北海道の代表的な観光地として位置づけされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富良野市の観光客入込み数の推移（昭和 41年～平成 14 年） 

※富良野市経済部商工観光課資料 
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平成２２年には、北海道の代表的な、美しい７つのガーデンが集中している旭川～富良野～帯広

地域の広域連携で、北海道ならではの気候や景観を生かして個性にあふれ、力に溢れた庭づくり・

景観を展開する現代の日本を代表する観光庭園、約 200kmを街道で結ぶ「北海道ガーデン街道」が

設定された。北海道ならではの魅力を持った３つの地域をつなぎ、連携を持つことでより魅力的な

「ツーリズム・ヴェール」を提供する観光ルートとして定着。 （富良野市：「風のガーデン」） 

平成２５年には、姉妹街道として、自然豊かな風景が見られるカフェ、心あたたまるお洒落なケ

ーキ屋さんなど１５店をピックアップした「北海道カフェ・スイーツ街道」と、地域全体で年間３

５万を超える来場者を数え、新たな観光資源として、北海道観光の牽引地区として発展し続けてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ※北海道ガーデン街道 HPより www.hokkaido-garden.jp/ 
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［１－２］．中心市街地におけるまちづくりの経過と評価 

（１）中心市街地におけるまちづくりの経過 

 平成１３年、中心市街地の人口は、ドーナッツ化現象により郊外地の宅地化が進み、中心部の衰

退が顕著で、ピーク時に比べて４００人近く減少、中心市街地の空洞化現象は始まっていた。 

旧法計画（平成１３年）は、中心市街地をさまざまな地域づくりの中心として機能を持つ富良野

市の顔「へそのまちのへそ」づくりを行う拠点として位置づけ、富良野市総合計画（平成１２年度）

にある快適な環境、創造性豊かな人を育む『協働・感動・生き活きふらの』の実現を目指した。 

 

中心市街地の果たすべき役割は「周辺地域全体の産業の振興拠点」、「インキュベーター（ふ化・

支援）拠点」とし、市民・商業者・生産者・観光客等が互いに交流する中心拠点としての『交流の

まちの中心舞台』として、具体的な整備改善の基本目標を 

  ①交流が活発に行われ、地域全体の活性化を支えつつ、安心して人が住めるまち。 

  ②人と車に対応し、歴史や文化の香る、うるおいのある地区環境。 

  ③行政・市民、住民・商業者のパートナーシップによる段階的なまちづくり。 

 の３点を掲げ、観光客を含め買物客等多くの人が集まる「まちの顔」であり、周辺地区への大き

な波及効果が期待されるＪＲ富良野駅周辺地区（駅前地区）を「地域の交流、活性化、交通の中心

となる複合機能を持つ拠点」として重点的に整備を図るべく、事業面積４．２ｈａの富良野駅前地

区土地区画整理事業を施行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、関連事業として平成１５年度には下水道雨水幹線整備事業による無頭川のボックス化、平

成１８年度には第一種市街地再開発事業による商業施設と健康増進施設が一体となった複合施設

及びまちなか居住のための公営住宅の整備（富良野市中心街活性化センター「ふらっと」）が行わ

れ、平成１９年度には街路事業による駅前広場が完成した。 

 

 

富良野駅前地区土地区画整理事業 設計図 
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 商業等の活性化のための事業方針として 

  ①個店の高サービス提供の支援 

  ②地域商業全体による共同販売促進事業等の取り組み促進 

  ③市民活動の機会を活用した多様な商業機能の支援 

  ④情報提供から体験支援までの総合的な観光サービスの充実 

  ⑤農業を中心とした産業振興や福祉サービスの水準向上のための街づくり推進 

を掲げ、観光交流核（倉庫活用）創出事業によってテレビドラマ

「北の国から」の資料館（右写真）が民間により創設され、中心

市街地に新たな観光施設が誕生した。 

そのほか観光・物産関連情報提供事業、まちなか地産地消推進

事業、商業祭り等と各種のイベント事業を実施してきた。 

 事業推進にあたっては総合的なマネージメント体制の構築と、

中心市街地における商店街の活性化支援及び富良野型産業の創

出支援を目的に、商工会議所、各商店街組合、ＪＡふらの、観光協会等各団体、市民団体やグルー

プ等市民活動、住民活動との連携と役割分担を明確にした「ふらのまちづくり株式会社（ＴＭＯ）」

が設立された。 

 

（２）旧法計画の評価 

市街地の整備改善事業は、ＪＲ富良野駅周辺を重点地区として

実施した土地区画整理事業、駅前広場整備事業、市道朝日通整備

事業及び市街地再開発事業等実施。平成１８年に完成した富良野

駅前地区第一種市街地再開発事業では、健康増進型地域交流セン

ター及びまちなか居住住宅の複合施設である富良野市中心街活性

化センター（ふらっと）を建設し、平成１９年４月には地域居住

世帯が２０戸増加している。 

「富良野市中心市街地活性化センター（ふらっと）」は４８，００

 
富良野駅前地区第一種市街地再開発事業 位置図 
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０人の利用計画に対して初年度（平成１９年度）８６，０３５人と計画を大幅に超える集客施設と

なった。 

 

 平成１９年度に完成した駅前広場は、路線バスを含めたすべてのバスが安全に乗降出来る交通結

節点機能として充実し、観光客も含め買い物客等多くの人が集まる、新しい富良野の「まちの顔」

として生まれかわった。 

 

商業の活性化事業、総合的な活性化事業の成果と

しては「北海道社会事業協会富良野病院（以降：富

良野協会病院）」移転問題では、平成１９年５月に中

心市街地内での移転開院（右図）に伴い、医療設備

の充実が図られ、市民の生活を守る医療の確立と利

便性が向上された。 

 

総合的なマネージメントを担

う「ふらのまちづくり株式会社」

の設立により、各種イベント支

援や行政との連携を図り、平成

１９年度には“まちなかイベン

ト”として、郊外で実施してい

た「ワインぶどう祭り」を中心

市街地内において実施（「ワインぶどう祭り inまちなか（入場者数約５，００

０人）」し、まちなかの賑わい創出の推進を図っている。 

 

（３）旧法計画の反省 

  旧法計画では、JR富良野駅周辺を重点地区として土地区画整理事業、駅前広場整備事業、市道

朝日通整備事業及び市街地再開発事業を実施し、賑わいの核施設となる「富良野市中心街活性化

センター（ふらっと）」と併せて、まちなか居住住宅建設による地域居住世帯の増加を図った結

果、地区内の居住人口は２０戸の増加となった。しかし、商業者の高齢化や後継者不足に起因す

る小売商店数の減少、流通体系の変化による問屋廃業の影響を受けた連鎖廃業など、商業者の減

少に歯止めがかからず、９戸が減少する結果となり居住増加施策は大きな成果を残せなかった。 

  さらに、五条通拠点地区整備事業（医療ゾーン）で建て替え予定だった「富良野協会病院」が、

中心市街地区域内の JR 富良野駅東側に移転開院した結果、中心市街地区域内のゾーニングが大

きく変わり、解体後の跡地は更地のまま建物未利用地となり、まちなか居住者の減少を誘発、周

辺の人の流れを大きく変化させ、連鎖的に商店街等の賑わいを低下、衰退を招いてしまった。 

  事業別にみると、３６事業を計画した「市街地の整備改善事業」は、１５事業の実施による４

１．６７％の実施率。４３事業を計画した「商業の活性化事業」は、２９事業の実施により６７．

４４％の実施率となって、全体では約６割（５９．７７％）の実施に留まった。 

  このような結果を招いた要因は、富良野協会病院移転による影響が大きいものの、ＪＲ富良野

駅前地域を重点地区として限定したことにより、商店街への回遊性を高めるための仕組みが不十

富良野協会病院移転図 

旧富良野協会病院位置 

移転先 
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分で、別の新たな観光拠点づくりによる中心市街地への回遊性向上の視点が不足していたことに

よるもので、また同様に各種ソフト事業についても個々の事業実施に重きを置いたために回遊性

向上の視点が不足していたことから、既存のソフト事業に加え、観光客の商店街への回遊性の向

上を意識した新たなソフト事業の取り組みや事業を展開し、中心市街地内に商業集客観光拠点等、

拠点づくりによる魅力づくりと、中心市街地内で不足している自家用車・観光大型バス駐車場の

整備を行い、市民、観光客の集客を図ることでまちなかの賑わいの創出が求められた。 

 

■旧法計画に記載の事業の進捗状況 

 

 

 

 

    ■旧法計画の個別事業の進捗状況（平成１９年度末現在） 

 

基本計画の個別事業の進捗状況

1 富良野駅前土地区画整理事業 済 1 観光交流核（倉庫活用）創出事業 実施中
2 富良野駅前広場整備事業 済 2 テナントミックス・リーシング事業 実施中
3 市道朝日通の整備 済 3 「北の国から」ミュージアム・パワーアップ事業 実施中
4 富良野駅前市街地再開発事業 済 4 小売り商業支援事業（都市型新事業育成事業） 実施中
5 健康増進型地域交流センター整備事業 済 5 駐車場共同利用システム事業 実施中
6 都心居住住宅の整備 済 6 イベント支援事業 実施中
7 無頭川モール整備事業 済 7 コンセンサス形成事業 実施中
8 市道東五条通の整備 済 8 空き地・空き店舗活用事業 実施中
9 西４条特殊改良第１種工事 済 9 観光・物産関連情報提供事業 実施中
10 道道上富良野旭中富良野線（相生通） 済 10 街なか地産地消推進事業 実施中
11 北１丁目１道路改良舗装工事 済 11 商業まつり 実施中
12 駅前ポケットパーク整備事業 済 12 富良野地域特産品フェア 実施中
13 リバーモール整備事業 済 13 ふらのチーズ祭り 実施中
14 融雪施設整備事業(五条通） 済 14 わいわい祭り 実施中
15 商業核創出事業 済 15 地域づくり推進事業 実施中

16 富良野市子ども育成事業 実施中
1 高齢者住宅の整備（シルバーハウジング） 17 消費生活センター設置運営事業 実施中
2 医療ゾーン再編整備事業 18 公衆浴場確保対策事業 実施中
3 市道中央通の整備 済 19 地域センター病院改築整備事業 済
4 南２丁目２道路改良舗装工事 20 ふれあいのまちづくり助成事業 実施中
5 東６条道路改良舗装工事 21 地域特産品振興対策事業 実施中
6 南１丁目１道路改良舗装工事 22 地域情報化推進事業 実施中
7 南４丁目２道路改良舗装工事 23 消融雪施設普及事業 実施中
8 南６丁目道路改良舗装工事 24 冬のイベント事業 実施中
9 ＪＲ東西市街地の連絡路整備 25 商店街環境整備事業 実施中
10 高速通信網整備事業 実施中 26 北海へそまつり 実施中
11 シンボル公園整備事業（第１へそパーク） 27 感動市場（ワイン・ぶどう祭り） 実施中
12 シンボル公園整備事業（第２へそパーク） 28 観光イベント推進事業 実施中
13 へそ神社 29 市民活動、ボランティア活動支援事業 実施中
14 融雪施設整備事業（相生通）
15 へそしるべ整備事業 1 観光交流核（へそパーク）創出事業
16 共同建替事業 2 ５条通拠点地区整備事業（医療ゾーン再編事業）実施中
17 総合的設計協調建替事業 3 まち並み形成事業
18 地区計画等適合協調建替事業 4 商店街情報ﾈｯﾄﾜｰｸ整備事業（ｶｰﾄﾞ導入等） 済
19 観光利便核創出事業（”まちの駅”づくり） 5 地域ツアーエージェント事業 実施中
20 駅前まち並み形成事業 6 フィルムコミッション事業
21 商店街共同施設事業 7 富良野トータルデザイン研究所事業

8 市民参加型芸術文化体験事業
9 まちづくり推進協議会運営事業
10 ふらの農産物収穫祭
11 ふらの菓子まつり
12 ふらのワインフェスタ 実施中
13 コミュニティーづくり推進事業 実施中
14 富良野観光交流核施設整備

1 外出支援サービス事業 実施中
2 在宅介護支援センター運営事業 実施中
3 自立支援ヘルパー事業 実施中
4 生きがいデイサービス事業 実施中
5 高齢者元気づくり事業 実施中
6 高齢者いきいき事業 実施中
7 配食サービス事業 実施中
8 生活支援ショートステイ事業 実施中
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事業数 実施数 実施率
市街地の整備改善事業 36 15 41.67%
商 業 の 活 性 化 事 業 43 29 67.44%
総 合 的 な 活 性 化 事 業 8 8 100.00%

合     計 87 52 59.77%  


